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ろ札 イJ･,.'･T･tとTF.常坪野をその.J･/C..比暇的r<"抑】仰
抑していることが7･mBで.良;ろという抑1)LLに jLで光分
であって.さきに1.pA粉陣1ItJ/'ihvILの抑少化し～ろJf-i･小の

耶腔が意外に大きいとこ7,にあったことにJ;いして･
爪径6.cmのゴム矧 こそのILIt'rqをもって行ったことは;

あながちrHJ追った推測ではなかった掛こかんがえられ
る｡それ故∴fJr2炎の結果から,'ム板以上イエバェl羊

正常姿勢を長時間たもたしめうる,木坂.沌紙などを

Table･･2.Characteristics.:of the time-
knockdolVnregressionlines●ofーadultsof･

thecommonhotISeLly(M "seado* tlcaL.)
forthe10,oiL',P'-DDTpolVderlVhithwere
obtainedhythe､settlingdust･apparatLlSCS
Iwithかerkindsofsoleprate･

これに代印した場合.桁少化しうるFt<･中底両肌 ま,お

のづからなお若干大きなものになるかもしれない｡そ

れ執 撒榔年下衰記をできうるふぎL)桁少化してもち
いようとする切創ま.供詳良知こ粉剤を呪 uRml+ち
ために底版の中央にあけられたrqfLを,噴出可隠な点

まで小さくL,さらにゴム栓の様なイ_i,.'ェをして正
常姿労を比較的長時間たもたしめていることのでき7i,

詐材をさけるかまたはその上部を平滑な器材でおゝう

カiによって,ffl少化への道は一歩前進せしめることは

できるであろう｡

' vl. 摘′ 塁 ~

抱粉嘩下装斑の廃校をいろいろかえて,こ9なかで

苧 節 lLq懲

･.イ工..'ェの成出が p.Z･'-I)DT 粉剤の被御こよって

Ii'h-1:mH･i:するirdJt虫を.しらべた納札 ガラス粉.̀荘鉛iJl

鉄粗 でム楓 木板,mlk'代の咽序に仰揺する時間はな

がくなLJ.底板の相加 ;平湘なもの程仰増しやすい｡
柑粉押下共証を桁少せL疏 うとする場合は.こう~し

た見地から㌍芳村の迅択に心すべきである｡,
1

J VIT.引 用文 相

:(1) E<沢経穴･苅m･穴之助(･ltl-)0)一防虫科学 IS:

→46-53.′′

(2) 長沢純夫 (llJ51_)｢苅祁大!l'･･化すlL:研究Wr亨Ri';A:/'
24:32-41.

(3) 長沢純夫 (lU52)一統的防控 6::!0.7-395.

(4) 長沢純夫′(】9･'J2)-防虫科ti'=]7:1.7e-143.

.1く(LSumd

Inth_cpreviouspLIPer,thewriter,djseusscd I

･therelation7,ehv亘nvelocityofknockdown

of adults of_the c'ommon l'ouseny (M'LSCa

do†元isLt'caL.)catlsedbytoxiccLTec'tof♪,t･'-DDT

powderandsizeofthesettlingdustapparatus.

and､thcWriterprL･SurnC(Ithatthisvelocity is

aflectcdbythe.lmtioofrlll加 r･plugtoareaof

soleglassplate.Thecommonhousc爪yisa1-lc
メ

tokeepitsnornalpostureOntherubberplufr

●for lonlgeI､tirnc th･ln On the･glass plate

comparatil･Cly. In the presentpaper, for

demonstratethe･11日､･cmcntioncd presumption.I
thelYriterstu(uc(Ithe.relationbetlVeenkinds

ofsoleplateand .ヽ･clocityofknock do､vn.

､TheI-clocityofknockdi)wnsloIVSdo､叩 in

theftlllolVjngorder:glassplate,zinc､platc.
･rtlhberpILIさI叩00denplateandRlterpLIPer.
･Thehouseaykeepsitsn?rrntllpostureonphte

withsmoothsurfaceforJongcrtimetll.ln_On

platelyithrotlghsurface.

ontheRelation加tweenStlSCeptibityofAdllltsoEthe.CommonEotlSefly(M ILSCLT

dot;csl;caL.)againstthockDownEffectofIIDTPowderandKindsofBaitin

itsAdtlltStage.SttlaiesontheBiologicalAssay_ofhsecticides.､ⅩⅩVI.SuTmio

N̂ G∧Ŝ WA･(Tak9iI加 orntory･InstitutetfムrchemicalA-esearch･T{y?teUni､･erJsity･
Takatsuki:ohsaka.)Reccil,edJam.30,19･,53.BotytL-Kagahtt18.22-25.ユ953.(WithEnTglJ'sh

resume,2･,-)). ＼

7. イ工,iェの成虫期tjCおける餌の種頬と DDT助剤の致落下仰革効力にたいする感

受性との関係について｡殺虫剤の生物試験にかんする研琴｡第16等臥 .長沢帖)1･(京都大
学化学研究所武居研究室)｡28.1.30受理｡

~~- Ⅰ二 措 l 雷
殺虫剤の生物試鮫川見出として,･ィ工,:ェを捌 C的

に大洗En'l背する距柑こおいて.成虫珊こあたえられるI
肘の在軌ま,それらの生存口数,･許卯fltE-Jjは勿弘 aF.･I
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防虫科学界18巻

柾の発剤にたい1る抵抗性にも大きな影野を牢よはず
ことから,幼虫糊の培11'とともに,きわめてIir葺:要視さ

才Lる叫甥である｡殺虫剤の和効蛇倹JIEのための大鼓の
期代飼育には,,常時かなり6量を投与しっづけること
の必賓から,凝済的乃至操作上の理由において.餌の

打抜および投与形態はおのづから限定されてこよう｡

締着はごく普通にえられ,大畠の賂代飼育に使用が可

市員とかんがえられた矧臥 乃至光学者によって報告さ
れ.また現在依りされているものなどいくつかをえら･
んで,一定の環境条件下で飼育し それらCg~PDT

ーの致押下仰据効力にたいする感受性を嘩粉降下装窪に

･よって比較検討した｡その結果をとこに報岱する｡

ホ文に入るにさきだち,供試昆虫の飼育と実験に助

'Tablel.Descr王ption10fhaj暮s for.the

experiment.

MaterialI Formration

.JJせられ,数位の計井に尽力いただいた柴田紗田子酪 ト 9

にあつく御礼印し上げる次筋である｡rなおこの研究は,

ltTl和<･77if･'･度文部省科学研究巧 く結合研究)の肌戊にそ

の一部をおっているO銘記して謝意を表 したい｡.1

ⅠⅠ.臭験材料I

(I) 供託琴剤 Glendon Pyrophy】lite を担作

とする♪,t･'-DDT(mp107-108oC)の､10%粉剤を.～
娼･32陛検定のための発効とした｡粉剤の調裂は 1,enr

zolを沿城とす,ZL'罰細字混合法のによった｡粒蛇は 325

mesh/C･ある｡I

(2) 供託且虫｡,この実駅に も-ちいたイエバェ

AtlLSCadomesh'caL.ほ,しばしばしるしてきた高枕●

Wr=と称せられうる1系統で,豆腐粕培誠(10)によって
その幼山相性飼育し,羽化せしめたもので'ある｡宍駒
には羽化筏4乃至5日口のものをもちいた｡

(3) 成虫期の飼料｡この実験にもちいた15旺折の

飼料を取的してしめすき郡1式のごとくである｡なお
ここで小変粉糊の飼育は準者が数年来おこなっている

?J一班で.また山芋乳をあたえることは.飼育条件が琴
化し たかい産卵が期待しえなくなった'tきに,̀たび

たびおこなった方法でちる｡クズ粉,ビール酵軌 ト

ウモIF･'コS,軌 等乱 ブドー階,魚粉などの.餌は,社会

的仙 守の急迫していた当職､供試昆虫の生存日数を侭
梢せしめることをEl的にi少い士朗にたいする補助的

な役Hをnl-させる つゝもL)で訳者があたえたものの一

部である1.J<ブト●ン水の給帆ま小村 6㌔仲田'12'..疏
和(2)らの方法であE),牛乳とビスケットの給与は妃 (ll),

小机 桝(5)などによって好成郡がえら)もているところ

のものである｡粥,粥と魚粉の給与は以前当研究鼓で

おこなって.いたもので.また照楓 7'ド～糖の給与は
Glascr¢)Itこよってためされ,E9%牛乳の飼育は今日

政利こおいて一番広範8割こ採用されてい る方法で,

PccトGra-dy泣く1)の親定にもこれが採用されている｡､

ⅠⅠⅠ. 実額公定と方法こ

.突放袋荘方法ともに従来記覇の撒粉降下装荘法(7)に

畔lqした｡供託昆山は同一増益から採取した蛾を3群

つり■■■■

Wheatflour*

Fishscrap
Goatmilk
ArrolVrootpolVderPeptone 二

Sucrose

Beeryeast,

∫ndian_meal

Ricebran
Cowmilkand
cratker
Cow､milk

Glucose

TappedlVater
lミice
Riceandfish
SCrap

Pastel

Squash

Soakedinabsorbentcotton

lJaste.10%watetsolutJlonsoakedinabsorbentcotton
.ditto

ditto

squasli
ditto

Pouredoncracker
馴%watersolutionso;lkedinabsQThentCOttOn
lO%watersolutionsoaked
inabsJorbenlcotton
Soakedinabsorl光ntCotton

Gruel

GrutLl

*ThewriterusedlVheatnourpast乍aSthc二

sta-ndardb左itronsistcntly.

にわけて羽化せしめ,そのうちのひとつを控準区とし

てこれもこ小安粉の糊をあたえ他の2郡にそれぞ)雌 欝

をしろうとする印をあたえて飼育しこれを比較区とし

た｡そしてこれらを平行的に穏粉降下琴訊こかけてそ

の感受性を放し 捺準早にたいする此校区の和対数.班

をもとめることにようて一連の実駄結果を綜合的に･PU･

一㍍する方法をとった｡

lV.実験結果′
畦iの桝をもって飼育したイエ'.'ェの成虫の♪,♪'-

Dl)Tの10% 粉剤P致落下仰転効力にたいする娼空

性を:処理噂閃 くT)と落下仰成虫数率 (YK)との周旅

をもってしめすと第2次のごとく-である｡こ由実駅は

昭和27年9月5日から.昭和-8年1月13日にいたる問

Jに温度20乃至 2EloC_の実験室において図時おこなつ

ちものである｡
V.考 ..痩

妨2炎の実験結架を Dlissの probit変換法によ

.?て整理すると耶3=JiにLy)す様な数LGをうる｡約3
3i･にしろ･Lた詔'符号の悪衣は前職とまった くおな.じ

である｡なお回田陣取 bは各碍政伝とも比較をささこ

なおうとする餌をもって飼育したもののそれ羊,捜準

の小麦粉糊飼育のそれ七お ぶゝね抽ttI誤藍の施田内で･

t>としいものとかんがえられたから.本論文における

比較のための基礎数他t,すべて中央致落下仰転喝問

をもってこれにあてること､とする.

蛭準区である,小安粉の糊をあたえて飼育したイ-

ヽ
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Table2･TimeT(min･'-PercentknockdownŶ,ttibleofadultsofthecom,hldnhouse瓜y
(M'LSCんdo"'esLlcaI:.)1'reとded･thoso.ldultstage､vith variouskindsofl'aitforlO%
L･,9'-DDTpaw(ler.･

2 1 3 1 4 1 6 十 8 112 日 6';Ip2日 32 1 48

･:ェの 1020'L･,b'-DDT 粉剤Iの致許~F仰庶効力にた

いする感受性を1とした場合.種々の桝で飼育したも

ののLLfする感受性の相対的の数･tdiをしめすと妨4式前

半のごとくである｡なおこれには,お まゝかた見た惑
卵能力の程度をもあわせしめした｡'

イ千･.'千の成虫瓢こちたえられる餌と,その生存口

数乃至産卵偶力にかみする実験は.1すでにはや く

Glaserの によってかなり押紬に究明されている｡な

お7-晩 成虫朋の帆ま7J一効的砥なる鋳引招L71fゐm矧
乃至捕虫箸別二法托する誘引剤の発見をrl的におこなわ

れた見るべき莱Tnがおよそ半†吐紀にもおよぷ以前に
多数兜学者によってなしとげられている｡ Glaserb)

は証糊飼Iff糾 lでイェバェは食餌なしでは.1乃至2日
で死滅することをImじているが,これは温皮 30oC

田旅温蛇55,00'班比のJJli環fB卿卜下の飼育室における
井約.1印の場合もio.なじである｡なお Glaser(3)によ

れば,7Ji山門乃至出FIljm加水分解化成物をPfとしたも
のは1乃至8日.粗動澱粉では2乃至3日生存するが,

ともに蕗卵はおこなわないoi顎肥育を印とした場合は.

生存口数はますがやはり卵はうまない.一軒桁と蒸河水

では生存日-数は鰐糖のみの場合とおなじであるが,わ

づかに産卵する｡頂於と7'ィヨy.喋附と血的,ブ･ド '

-附と7'ィコソ,7'ドー桁と血約では.その旦:-/T･rl放お

よびJ7Ti卵の粒虻はhi･指に泣する｡可fT-拙淑粉とブイヨ
ン,または加水澱粉と7'ィ白ソの抑 亡は生存口数はた
を､く,産卵もおこなわれるb位逆の鬼件をもった桝で
飼育した場合のイエ'('工の成虫期の生存日数は2乃至

57日で,平均20日である｡そしてさらに後年 Glaser(4)

は,イ干,;ェの成虫の餌としては砂糖または同化敢粉

を武郎 芋,乃至頚白質加水分解生成物に混じたものに,

さらに7'ィヨゾ,.血沿,卵白などを加味したものがよ

いとLP.Cいるが,結局牛乳がその成分中に乳糖とカゼ
イyをふくむから,これナ=サで充分であると結諭して

-いる｡

イエバェ成三川fJlの抑こついては以前三拝老(sJは即1号な

綜説をおこなったが.産卵3巨ノJをたかりるためには.

23 .
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Table3.･characteristicsofthetime-knock

downregressionisodoses､ofad叫S?∫the

com甲Onhouse月y (MzLSCadomestL'caL･)br-
eededthoseadultstagewithvariot!skinds
ofbaitforlO%♪,〟-DDTpolVder.

Coden_0,

ofbait.

Standard

deviation

q､

iTaongkT霊正
dolVntime
f

＼. 1. 4.23486 0.23613 D.0.4471 ･8.805
8 . 3.97965 0.25126 I.04451 ll:079.
口. ･~4.04108 b.24746 1.03733 10.897:

1 3,39199-0.29481-_0.307300.28623 1.OO27:21.096911.02r)35 10.063_.

10 ■'3.2511(; ･12.5UOJ

nJi.4湘後半の概括的にみたこのたびの実験結果からも,

別1始Lの系統が最も適していることにはカ,'ゎりない様Ll
である｡訂緒は生存日数との関凪こついては兜明しな

かったが,これも産卵乃旨力の場合と大体平行的な閑旅

をしめナの七はない五･と想像する.･ことに九 ビニル

酵母,_クズ粉のみの給Dfで札 羽化後2乃至3日の問

にその大半が死滅して正常の生存日数をたもっことは

できないのが普通であるo

つぎに DDT'の致落下仲居効力にたいする感受性

は茄4才主前半の数値をみればわかる様に,ペプトン水,

クズ粉/水などを給与したものは大きく;すなわノち

DDTにたいする拭抗性がひく-くて,､､産卵数の如 ,山

羊孔 牛乳,牛乳とビスケ_ty1:などB.拾軌こよったもし̀
′のはきわあて DDT にたいしてはつよい結火をしめ

している.それ故こうした抵抗性の促張も大作産卵乃E

JJ,也-lfH数の多少と平行的な開陳をLあし七いると●1

21
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い?てもさしつかえ奪いようであるが,･魚粉,lti'-ル

酵亀 1-ウモp主シ粉,糠などではかならず Lもそう

した結果をしめさなかった｡

Table4.Relativesusceptibilityofadultsof
thecommonhousefly(MILSEadomestt'ca T!･)
1汀eeded'thoseadultstage with ､･aTious
ki'ndsLofhaiHoknockdowncLrectoflox

2'P'-DDT powderandthoseoviposition
rate.(士もggsaredepositeduncommonly;+
aLeweggsaredeposited;++manyeggs
aredeposited;十十十eggsaredepositedat
theirmaximu-m).､

以上の様な郁男から,殺虫剤の生物試験に供しよう

とするイエJl'千を飼育するにあたっては,'成虫nJの剛

の挟択に充分考政がはらわれるべきで,LF孔.Ln;羊乱E)

などの投与は好適である軒 誰者が従来から鈍りJして

い芦3,1､変粉の糊はイエバェ亘たいしてきわめて安全な･

投与形態である息 利榊価他ま大きいものといいえら

れる｡

vJ･胤 宣

いろいろな桝でその成虫糊を飼育したイエ/(ェの,

10% の,3'･〆-DDT 粉剤の致落下仰読効力にたいナ
8-感受性の控皮を放した枯凪 山羊乳 隼乳の槌な動

物乳を技与したものは二番つよく,従来から聾者が_お

こなっている小変粉樹の投与個体もまた高い抵抗性を

Lq)した｡産卵能力もはばこれに∵致した占

ⅤⅠⅠ, 引 用 文献■

I(1).A-nonym ous(19i81LSoapBlueB｡｡k.1mi

:183-186,･

(2)･武概和雄 (1952ト防虫科学 17:1_33-138･

(3)･Glas6r,R･W･(1923-24)-Jour･.Exp･声ool･



飴 血 料 率 炉 181怨

･38:383412.

(4).Glaser,R.W.(19241-JodT.Eとor).Ent.

17:486-496.

(5).相 克皿 (1919)-gr凡払2:230-231.

(6).＼小林prl泊郎 (1913)-榊即lt相思畠208:107-1

42

(7).長沢純央 ･市野武之助 (1930)-防虫科学 15:

46.-53.I
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24:32-41.

(10).･長沢純夫 (1932)-植物防深 6-:393･395.

(ll).攻 ･防 (1942)一塊 (B然祝祭認否)穴丸

(12)･保田宗武 (1939)朝鮮充学会株琵患29:.10174-

J1048.

Rぜsllmd

ThesusCeptibiliesofthecommonhouse8ieS

(Musca_-domesIL'caL_･)whichweretirささdedthムse

adultstagewithvariouskindsofbaitsib･knock

doIYneLfcctoflO%9,1･'TDDT powderwere

testcdbythe.S如1ingdustapparatus.Th占Aies

breededlVithgoatandcow milkvとryinsus･

ecptibletoknockdowneffectofDDT,andalso

the凡iesbreededwithpasteofwheat点Ourshow

con'siderableinsllSeePt坤ity;･TheoやipositioI卜ヽ1.A
rateofthese凸ieslVerehigherthanthatof
theother凸ies.

OntheRelationBetween Treating Qtlant)'ty of_DDT Powderandits-Enock

IiownEffecttoAdtlltso.itlleCommonEotl岳efly(MzLSeadomcsL''cL7L.).Studieson

theZh'olog''cal･Assayoflnsectic-ideS.XXV'lI･SumioNA-GA芦AIVA.(TakciLabora-
tory,Institut-eforChemicalResearch,KyotoUniversity.Yak.ltSuki,Ohsaka).Recei'ved

Jュn.30,1953.Bo.'ytL-KagahlL18.2･3-33.1953.(withEnglishrisum6,32.)

8.Ii)DT 粉剤Z)イエ'ヾエD成虫 を落下仰手玉せしめる効 力と処理甫丑とD関係についヽ

て｡r殺虫剤の生物試頓にかんする研究.第27朝. 長沢細大 (京都大tlL:化学研究折 穴居●

抑東笠)28.1.30.受理

Ⅰ. 緒 言

殺虫設宙創粉誰を一定の圧力で)If.LLSL.降-fJする粉

体粒子を∴被貌埋 嘩 隼 は金津 雷狙こ沈苛せしめて

その冠性を均をする方法のひとつとして,撒粉蹄下装

放 くsetilinitowerまたはsettlingdustappara-

きに箪者(12,も DDT 粉剤の挽定をFl的た camp-:
I;e'li(1わあturntable装冠のh･ラスシリンダーをとり
ほづしてそあま こゝれを試験容器とし なかでイ土,,'

ェの成虫が DDTLの被斜こよって落下仰云する遅速

を有効空判定の指招とし七記録をと!),統誰地 割勺

見地から分析検討した翻 !.この方法が DDT 粉剤

ゐ生勉学的挽ra法としてきわめて満足L与るものであ

るという結論なえた｡さらに珊者は,こ､の装把が γ-

BiICや■α-dl-1,an.S-allet叫 n の粉剤の険凪こも適
mLうろことを稚L'た.叫 14).今回ここにのべようと
するところは.この装記を虻田するにあたって処望す

る r)T)T 粉剤の多少と,･この絞詔書手芸召してイ工,(●
ェが.軒F仲.'gl･る迎選との国男をしろうとしておこな
った･iZ:故の馴 ミで,前招詞技統計生哩学力の鬼伽 ､ら
分析し,それよ()木刀換装LLimの実寸相 応を宗論じたもの

である｡

木文にはいるにさきだら突放の助力と故地の計M.に

尽力せられた柴凹紗mT･矧こ孜越の'Al忠を炎する次第

である｡なお担体はLTT咋鉱化工ftX:株式会社の揮恵によ-rI
E)入=7･し また研究化の一部は文部'G科学研究符の助

成にfiっている｡虚P;記して謝意を炎したい｡

lI.臭 駿 材 料
(lJ 供試粟臥 位和した 3'･L･'-DDT(mp.107

-10SOC)粉剤1.も 群馬県甘基部妖糊付重出のタルク

を担体とする5%のものをもちいた｡'粉剤の調矧まま

ずqr要丑の ク,L･'-DDTを精製した benzolに充分.I
とかし,これにTyle'rあ増刊E325mc主hを泣過し
たタルクを研取証投入し.買悦 において benzolを相
関せしめたあら.ふたたび眉押して 325mと貞hの筋

を完全に速過せしめる肺肝見合法(cb左iingm誠 od)

1̀3'によった｡細目ほ しでもちいたダルクは,:前記映

畑村に申し:て托胤 栃木県部須郡毎那須慮町斬在の国

嘩卿ヒエ業抹式会旺工裏において粉砕桔撃やられ;風
綜法によって分加された超徽粉わ部分 (STAA)を.
なおさらに筆者が実扱者において --Tyler の庶準諦

321)mesh をもろて措還したものLc･ある｡同社の資

W IOJによって1,2の洩'Etをしろせば,色相白色 95I

凪 水分 0.05%,PHケ.h .4,見批 ヒ3E0.42で;
化学分析の結果は約1炎のごとくである｡

(2) 供託昆丸 木実謝こもちいたイ工,,;ェiiusca

由


